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令和６年４月２６日 

教 育 指 導 課 

 

令和６年度八戸市青少年海外派遣交流事業について 

 

１．目  的  八戸市の青少年（中学生）を海外の姉妹都市等に派遣し、訪問国の歴史、文化、

産業、教育等の関係機関の視察や、訪問先の学校等における教育交流や現地ホー

ムステイ等を通して、世界各都市との友好促進を図るとともに、国際的視野を広

めて、国際協調の精神を養い、次世代の国づくり、まちづくりを担う青少年の健

全育成を図るものである。 

 

２．事業概要  この事業は、昭和 60 年の国際青年年の記念事業を契機として中学生を中国に派遣

したことからスタートし、平成 4 年度にアメリカ、平成 9 年度にニューカレドニ

アへの派遣を開始した。現在、派遣先は、アメリカ、ニューカレドニア(仏領)、

中国の 3 か所であるが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 2 年度か

ら派遣事業を中断してきた。 

令和６年度において新型コロナウイルス感染状況が世界的に改善してきたこと

から、５年ぶりに当派遣事業を再開することとした。 

また、海外からの児童・生徒の訪問がある場合は、学校交流等の受入れを行い、

交流活動を促進する。 

 

≪６年度派遣事業≫ 

 （アメリカ班）※通算 21 回目 

・訪 問 先：フェデラルウェイ、ポートランド、シアトル 

  ・派遣期間：令和 6年 5月 26 日～6月 3日（8泊 9日） 

・派遣団員：引率者４名、中学 2年生 13 

（ニューカレドニア班）※通算 14回目 

・訪 問 先：ヌメア 

  ・派遣期間：令和 6年 5月 26 日～6月 3日（8泊 9日） 

・派遣団員：引率者 3名、中学 2年生 13名 

（中国班） 

・中国国内情勢から生徒の安全面等を考慮し、令和６年度は派遣を見送った。 

※派遣前に事前研修を 4回、派遣後に事後研修を 3回実施する。 

（事前研修）4月 13 日（土）、4月 20 日（土）、5月 11 日（土）、5月 18 日（土） 

（事後研修）7月 27 日（土）、7月 30 日（火）、7月 31 日（水） 

 

３．派遣団員 

 アメリカ班 ニューカレドニア班 

団  長 伊崎己治（白山台中学校長） 蔦川誠（長者中学校長） 

特別団員 松代直人（市川中学校教諭） 市川達弘（小中野中学校教諭） 

畑井さおり（第三中学校教諭） 福士尚江（東中学校教諭） 

宮武重史（教育指導課主幹） － 

一般団員 市内中学生 26 名（各班 13 名ずつ）※私立中学 2校を含む 



№ 日　時 会　場 講　師 演　題

5月22日（水） 公会堂 作家

開講式18:15
講演18:30～20:00

託児手話通訳あり
イシダ　  イラ

石田　衣良

5月31日（金） 文化ホール
慶應義塾大学環境情報学部
教授

18:30～20:00 託児手話通訳あり
イマイ

今井　むつみ

6月27日(木) 文化ホール
笹川平和財団上席フェロー、
元海上幕僚長・元海将

18:30～20:00 託児手話通訳あり
タケイ　  トモヒサ

武居　智久

7月26日(金) 公会堂 東京大学史料編纂所教授

18:30～20:00 託児手話通訳あり
ホンゴウ　カズト

本郷　和人

8月7日(水) 文化ホール
国立研究開発法人海洋研究開発機構
海洋生物環境影響研究センター長

18:30～20:00 託児手話通訳あり
フジクラ　カツノリ

藤倉　克則

8月27日(火) 文化ホール スピードスケート元日本代表

18:30～20:00 託児手話通訳あり
カトウ　ジョウジ

加藤　条治

9月25日(水) 文化ホール
日本空港テクノ㈱環境マイスター、
世界一のカリスマ清掃員

18:30～20:00 託児手話通訳あり
ニイツ　ハルコ

新津　春子

10月3日（木） 文化ホール シンガー

18:30～20:00 託児手話通訳あり
キヤマ　ユウサク

木山　裕策

10月25日(金) 文化ホール
八戸特派大使、ＮＰＯ法人子育てひろば
全国連絡協議会理事長、認定ＮＰＯ法
人びーのびーの理事長

18:30～20:00 託児手話通訳あり
オクヤマ　チヅコ

奥山　千鶴子

11月26日(火) 公会堂 将棋棋士、投資家

修了式18:15
講演18:30～20:00

託児手話通訳あり
キリタニ　ヒロト

桐谷　広人

10
山あり谷あり楽しい人生
～棋士から投資家へのカレイなる転身～

7
心をこめて仕事する大切さ
～清掃を通したおもてなし～

8 今あらためて見直す家族の絆・感謝の想い

9
誰だって自信がなくてあたりまえ
 ～子どもの成長も自分の成長も楽しもう～

4 戦国時代に学ぶ　現代を生き抜く力

5 深海生物の生きざまとその保全

6 トップアスリートから学ぶ思考のヒント

令和６年度八戸市民大学講座について

1 作家が語る「大人の本の愉しみ」

2
ことば・思考の力をどう育てるか
～社会の包摂性を高めるために～

3
「海の視点：青森県の大規模震災への備え」
－東日本大震災災害派遣の経験から防災を
考える－
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史跡是川石器時代遺跡第 1 期整備事業について 

 

 

１．事 業 概 要  史跡是川石器時代遺跡を史跡公園として整備し、文化、観光資源と
して活用していく事業。第１期整備では、基本計画に基づき、約
3,000 年前の縄文時代晩期の中居遺跡を対象とする。 

 
２．整備完了時期  令和 11 年度予定（12 年度全面供用開始予定） 
 
３．主な実施内容  南工区と北工区（公開活用ゾーン含む）の順に整備工事 
  ①当時の様子を再現する地形造成、遺構復元、植栽等（南・北工区） 
   ②縄文学習館の撤去（北工区） 
   ③トイレ等便益施設の新設（北工区） 
 
４．進 捗 状 況   

（令和 5 年度末） 
 
 
 
 
 
 
５．令和 6 年度事業 事業費 110,129 千円（補助金：国 50％、県 25％＊一部対象外） 
 ①南工区整備工事（地形造成等）、整備工事監理委託 
 ②第１期整備基本計画・基本設計追補策定支援委託 
 ③史跡是川石器時代遺跡整備検討委員会の開催（２回） 
 
６．全体事業計画 
 
 
 
  

内 容 進 捗 
史跡公有化 史跡指定地（ 有地）の買上げを実施 

全体で 90.8％完了 
建物撤去 管理棟、倉庫、是川考古館、歴史 俗資料館撤去済 
実施設計 中居遺跡南側工区の地形造成分を完了 
工事 （令和 6 年度より南工区から順次開始予定） 

工区 令和６ ７ ８ ９ 10 11 12 

南 工事  完成 供用    

北    工事  完成 供用 
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重要文化財「 森県風張 1 遺跡出土品」のき損について 
 

 

１ き損資料 

 森県風張 1 遺跡出土品 深鉢形土器 1 点（A-006） 所有者：  市 

 

２ き損状況 

山形波状口縁のうち、突起 1 か所が新たに折損し、２片に分割した。割れ

た際の細片 3 片を確認した。 

 

３ き損前の展示状況 

  市埋蔵 化財センター是川縄 館常設展 室の壁 エアタイトケー

ス内に正立して展示。土器内部に重りを入れて支持していた。 

 

４ き損の経緯 

 発生日時：令和６年４月２日午前４時 25 分 

 確認日時：令和 6 年 4 月 2 日午前 4 時 45 分 

 地震被害状況確認中の職員が発見 

 き損理由：岩手県沿岸北部を震源とするマグニチュード 6.1 の地震（  

市：震度５弱）による転倒 

  

５ き損後の対応 

常設展示室から特別収蔵庫へ移動し、保管中。 

 

６ その他 

    森県教育委員会 化財保護課・ 化庁 化財第１課に報告済み（４／２

午前中）。今後の対応については文化庁の指示を待って行うこととなる。 
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  発生時の状況 

   


